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大橋昭ー教授 略歴・著作目録
略歴
1932年3月7H 愛知県瀬戸莉 において父三夫・母よしゑの
1938年4月
1944年3月
1944年4月
1948年4月
1950年3月
1951年 4月
1955年3月
1955年4月
1957年3月
1957年4月
1960年3月
1960年4月
1963年4月
1966年4月
1967年9月
1967年11月
1969年10月
1970年4月
次男として出生
瀬戸市道泉尋常小学校入学
愛知県東春H井郡高蔵寺町高座国民学校初等科卒業
愛知県商業学校入学
学制変更により同校は愛知県立愛知商業高等学校と改称、さ
らにその後学校統合により愛知県立瑞陵高等学校商業科と
なる
愛知県立瑞陵高等学校商業科卒業
和歌山大学経済学部入学
同大学卒業
神戸大学大学院経営学研究科修士課程入学
同大学院修士課程卒業
関西大学商学部助手、かたわら神戸大学大学院経営学研究科
博士課程に進学
同大学院博士課程単位修得で修了
関西大学商学部専任講師
関西大学商学部助教授
関西大学経済・政治研究所研究員 (1968年3月まで）
神戸大学より経営学博士の学位を受く（論文題目「ドイツ経営共
同体論史研究ー ドイツ規範的経営学研究序説ー 」）
関西大学就職主事 (1969年10月まで）
関西大学商学部学生主任 (1970年9月まで）
関西大学商学部教授
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1970年10月
1972年4月
1972年10月
1976年4月
1977年10月
1978年10月
1979年10月
1979年10月
1980年10月
1980年10月
1981年 4月
1981年 6月
1982年10月
1982年10月
1982年10月
1985年4月
1986年4月
1987年2月
1987年9月
1993年10月
1994年4月
1994年8月
1997年12月
1998年9月
関西大学商学部学生相談主事 (1972年3月まで）
関西大学商学部長代理 (1972年9月まで）
関西大学学生部長代理 (1974年9月まで）
関西大学就職主事 (1977年9月まで）
関西大学商学部長代理 (1978年9月まで）
関西大学商学部学生相談主事 (1979年9月まで）
関西大学商学部長 (1980年9月まで）
関西大学経済・政治研究所研究員 (1984年9月まで）
関西大学商学部学生相談主事 (1981年9月まで）
関西大学経済・政治研究所第2部幹事 (1982年9月まで）
関西大学大学院委員会委員 (1982年9月まで）
関西大学大学協議会協議員 (1985年5月まで）
関西大学就職部長 (1986年3月まで）
関西大学創立百周年記念事業計画委員会委員(1983年10月まで）
関西大学情報処理センター委員会委員 (1986年3月まで）
関西大学創立百周年記念事業委員会委員 (1987年3月まで）
関西大学教学部長 (1992年3月まで）
文部省・学術審議会専門委員 (1989年1月まで）
日本私立大学連盟教育研究問題検討部会分科会委員(1990年7
月まで）
関西大学大学院商学研究科長 (1994年3月まで）
関西大学入学試験部長 (1999年3月まで）
オーストリア学術研究振興基金 (Fondszur Forderung der wis・
senschaftlichen Forschung Osterreich)よりオーストリアにおけ
るニックリッシュ経営学研究についての研究費支給の鑑定
依頼をうける。
日本・国際交流基金よりドイツ語経営学文献への出版助成の
鑑定依頼をうける。
和歌山大学外部評価委員
2000年3月
2000年4月
2000年4月
【非常勤講師歴】
1963年4月
1968年4月
1971年 4月
1971年 4月
1976年 9月
1979年 4月
1993年 4月
2000年 4月
【学会役員歴】
1976年4月
1980年4月
1980年10月
1983年 9月
1992年10月
1993年5月
1994年 3月
1995年 3月
1995年 9月
1996年 3月
1996年 5月
1998年 3月
関西大学を定年で退職
大阪明浄大学教授、副学長、観光学部長
関西大学名誉教授
桃山学院大学非常勤講師 0974年3月まで）
大阪外国語大学非常勤講師 (1974年3月まで）
神戸大学経営学部非常勤講師 (1971年9月まで）
立命館大学経営学部非常勤講師 (1973年3月まで）
桃山学院大学非常勤講師 (1977年3月まで）
関西学院大学商学部非常勤講師 (1980年3月まで）
関西学院大学商学部非常勤講師 (1997年3月まで）
関西大学非常勤講師（大学院、商学部）
(35) 239 
社会主義経営学会設立発起人、設立後同学会理事 (1978年3月
まで）
社会主義経営学会理事 (1984年3月まで）
日本経営学会国際会議委員 (1983年9月まで）
日本経営学会理事 (1989年8月まで）
H本経営学会理事 (1995年9月まで）
経営学史学会設立発起人、設立後同学会理事(1996年5月まで）
社会主義経営学会理事長（任期2年）
社会主義経営学会は比較経営学会と改称、同学会理事長(1996
年3月まで）
日本経営学会常任理事・プログラム委員長 (1998年9月まで）
比較経営学会理事 (1998年3月まで）
経営学史学会副理事長 (1999年5月まで）
比較経営学会監事 (2000年3月まで）
240 (356) 
1998年 9月
1999年5月
2000年4月
【公的海外出張】
1974年8月
1975年4月
1981年 6月
1988年 2月
1988年10月
1992年4月
1993年8月
1996年8月
1997年8月
1998年4月
【海外人名録収録】
日本経営学会会計監査人
経営学史学会会計監事
比較経営学会理事
関西大学アメリカン・フットポール部グアム遠征団長として
グアム島へ出張
関西大学在外研究員としてドイツを中心にヨーロッパで研
究 (1976年3月まで）
日本学術会議より派遣されドイツ・レーゲンスプルク大学で
開催の国際経営学会に日本経営学会代表として出席
関西大学教育後援会の祗園精舎跡を訪ねる旅の名誉団長と
してインドに出張
関西大学校友会の韓国同窓との交歓とソウル触れ合いの旅
の顧問として韓国に出張
関西大学在外研究員（調査研究員）としてヨーロッパで研究
(192年9月まで）
文部省科学研究費補助金（国際学術研究・共同研究）によりドイ
ツを中心にヨーロッパヘ研究出張 (24日間）
文部省科学研究費補助金（国際学術研究・共同研究）によりドイ
ツを中心にヨーロッパヘ研究出張 (9日間）
H本学術振興会日独科学協力事業のためドイツヘ研究出張
(26日間）
日本学術振興会B独科学協力事業のためドイツヘ研究出張
(18日間）
『Who'sWho in the World』(Marquis,USA), 11th ed. 1993-94, p.852, -
『Dictionaryof International Biography』(InternationalBiographical Centre.Eng-
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land), 23rd ed. 1995, p.447, -
『InternationalW励'sW励 ofContemporiの Achievement』(TheAmerican 
Biographical Institute, USA), 3rd ed. 1995, p.233, -
『International Directoか。ifBusiness and Management Scholars and 
ResearchJ (Harvard Business School Press, USA), 1995-96, p.1644-45. 
「W励'sW励 inFinance and Indus的』 (Marquis,USA), 29th ed. 1996-97, p.561, 
『W励'sW励 inAmerica』(Marquis,USA), 51st ed. 1997, p.3193, -
『Menof Achievement』(InternationalBiographical Centre, England), 17th ed.1997, 
p.380-81,-
『ReferenceAsia: Asia's Who's Who of Men and Women of Achievement』
(Rifaciment International, Delhi, India), 10th ed. 1997, p.533, -
『Who'sWho in Asia and the Pacific Nations』(InternationalBiographical Centre, 
England), 4th ed. 1999, p.308, -
著作目録
【著 書】
『ドイツ経営共同体論史』 中央経済社 1966年7月
『経営参加の思想J(共著） 有斐閣 1979年6月
『経営学理論』 中央経済社 1992年4月
『Grundprobleme der Betriebsfiih- 関西大学出版部 1999年3月
rung und Betriebswirtschaftslehre」
『現代経営学理論』（共著） 中央経済社 1999年12月
『ドイツ経済民主主義論史』 中央経済社 1999年12月
【編著書】
『現代技術と企業労働』（共編著） ミネルヴァ書房 1978年3月
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『経済民主主義と経営参加』（共編著） ミネルヴァ書房 1981年4月
「ドイツ経営学総論』（共編著） 中央経済社 1982年5月
『経済民主主義と産業民主主義』（共編 関西大学出版部 1985年3月
著）
『ドイツ経営学の展開』（共編著） 千倉書房 1986年3月
「情報化社会と企業経営』（共編著） 中央経済社 1988年3月
「基本経営学総論』（共編著） 中央経済社 1988年3月
『現代の個別資本理論』（共編著） 千倉書房 1990年5月
『基本経営学総論』（改訂版）（共編著） 中央経済社 1991年3月
『現代のドイツ経営学』 税務経理協会 1991年5月
『経営学へのアプローチ』（共編著） ミネルヴァ書房 1991年3月
『現代の経営と管理』（共編著） ミネルヴァ書房 1992年11月
『基本経営学用語辞典』（共編著） 同文舘 1994年3月
『現代基本経営学総論』（共編著） 中央経済社 1995年5月
『日本的経営とドイツ的経営J(共編千倉書房 1995年6月
著）
『日本的経営の解明』（共編著） 千倉書房 1995年6月
『ニックリッシュの経営学』 同文舘 1996年8月
『現代ドイツ経営経済学』（共編著） 税務経理協会 1997年4月
『21世紀の大学・企業・社会』 関西大学出版部 1998年3月
『基本経営学用語辞典』（改訂増補版） 同文舘 1999年4月
（共編著）
「日本とドイツの経営』（共編著） 税務経理協会 1999年8月
【訳 書】
G. シュミット『現代経営学批判』 ミネルヴァ書房 1960年10月
F. シェーンプルーク『経営経済学』（共 有斐閣 1970年7月
訳）
K. シュマッハー「西ドイツ共同決定制 関西大学経済・政治研究所 1984年3月
批判』（監修）
【分担執筆著書】
「ドイツの経営学原理」
「規範学派」など 5項目
(359) 243 
坂本藤良／経営学ゼミナール編 1962年9月
『経営の名著』第 1章経営学原理
に所収経林書房
山本安次郎／上林貞治郎／岡村正 1966年5月
人監修『経営学辞典』ミネルヴァ
書房
「東ドイツにおける批判的経営学」な 藻利重隆編『経営学辞典』東洋経 1967年11月
ど4項目 済新報社
「最近の西独における経営者論につい 関西大学経済・政治研究所双書『近 1968年2月
て」 代経営の諸問題』
「ニックリッシュの経営共同体論」 海道進／吉田和夫編著『ドイツ経 1968年2月
営学説史』第 1章 ミネルヴァ書
「規範的経営学」の項目
房
社会科学大辞典編集部編『社会科 1968年10月
学大辞典』第4巻鹿島研究所出
版会
「ドイツにおける経営学の発展ー戦前 古林喜楽／岩尾裕純編著『経営学 1970年2月
における発展」 本質論』第 2章前半 中央経済社
「ドイツ経営学の発展」 高柳暁／飯野春樹編著『経営学』 1977年10月
「経済法則と管理」
〔I〕 第3章有斐閣
岡村正人博士古稀記念論文集『現 1978年11月
代経営学と株式会社』有斐閣
「経営参加論としての経営パートナー 植野郁太博士還暦記念論文集『現 1979年3月
シャフト諭」 代財務会計の動向』第26章 国元
書房
「生産の専門化」など 2項目
「民主主義と経済民主主義」
経済学辞典編集委員会編『大月経 1979年4月
済学辞典」大月書店
市原季一博士追悼論文集『ドイツ 1981年9月
経営学研究』森山書店
244 (360) 
「DieEntwicklung der sozialisti- Sachse, E.(Hrsg.), 『Zu Grund- 1981年10月
schen Betriebswirtschaftslehre in fragen der Betriebswirtschaft in 
Japan」 derDDR und in Japan」,2.Kap. 
Hochschule fir IJkonomie 
Berlin 
「ドイツ自由労働組合における経済民 奥田幸助／高堂俊弥編著『経営参 1983年3月
主主義路線の形成」 加と労働組合』第2章 関西大学
出版部
「ホワイトカラー労働論の国際的諸潮 笹川儀三郎／石田和夫編著『現代 1984年1月
流」 企業とホワイトカラー労働』下巻
第1章大月書店
「第二次大戦前ドイツのホワイトカラ 同上書下巻第7章第1節
一労働論の動向」
1984年1月
「東ドイツの包括的集約化路線とコン 社会主義経営学会編『社会主義企 1987年1月
ピナート体制」 業経営論」第9章法律文化社
「u.ギャプラー/K.H.ホッペ・東ドイ 同上書第10章
ツの工業企業と商業企業」（翻訳）
1987年1月
「経営学の認識対象」など 4項目
「ドイツ経営学の発展」
「企業と経営」
「産業民主主義」
神戸大学経営学研究室編『経営学 1988年7月
大辞典』中央経済社
高柳暁／飯野春樹編著『新版経営 1992年3月
学』〔 I〕 第3章有斐閣
加藤雅彦他編『事典・現代のドイ 1998年6月
ツ』第17章大修館
神戸大学経営学研究室編『経営学 1999年7月
大辞典.I(第2版） 中央経済社
【論文・書評・翻訳論文】（編著書収録のものを含む）
「A.O.ステッヒ経営学の独立過程」 『六甲台論集』第5巻第2号
「シェアーの協同組合思想について」 『商学論集』第3巻第3号
1958年7月
1958年8月
(361) 245 
「シェアー商業経営学における商業学 『商学論集』第 4巻第 3号 1959年8月
の科学化について」〔 I〕
「シェアー商業経営学における商業学 『商学論集』第 4巻第 4号 1959年10月
の科学化について」〔I〕
「ディートリッヒ労働共同体論に関す 『曲学論集』第4巻第 5号 1959年12月
る一考察」〔 I〕
「ディートリッヒ労働共同体論に関す 『商学論集』第 4巻第 7・8合併 1960年 3月
る一考察」〔I〕 可ロ
「ドイツの経営者」 『商学論集』第 7巻第 1号 1962年4月
「ドイツの経営管理」 『商学論集』第 7巻第 2号 1962年6月
「ドイツの企業者連合団体」 『商学論集」第 7巻第 5号 1962年12月
「R.エーレンベルヒの労働共同体論に 『商学論集』第 7巻第 6号 1963年 2月
ついて」〔 I〕
「R.エーレンベルヒの労働共同体論に 『商学論集』第 8巻第 1号 1963年4月
ついて」〔I〕
「ニックリッシュ商事経営学における 『商学論集』第10巻第 1号 1965年 4月
企業概念についての一考察」
「ニックリッシュ商事経営学における 『商学論集』第10巻第 2号 1965年6月
価値概念についての一考察」
「ニックリッシュ経営共同体論の生成 『商学論集j第10巻第 3・4・5 1965年11月
過程」 合併号
「ニックリッシュの価値論」 『商学論集』第10巻第 6号 1966年2月
「ニックリッシュ経営学の索描」 『税経セミナー』第11巻第 2号 1966年2月
「ニックリッシュ経営共同体論の基本 『商学論集』第11巻第 1号 1966年4月
的特質」
「規範的経営学の若干問題」 『商学論集』第11巻第 3号 1966年 8月
「ニックリッシュ経済性論の発展過 『商学論集』第11巻第 5号 1967年 1月
程」
「戦後H本におけるドイツ経営学の理 『経済評論』増刊号第17巻第12号 1968年10月
論と役割」
246 (362) 
「西ドイツの職員」 『商学論集』第13巻第 4• 5合併 1968年12月
号
「東ドイツにおける経済の内包的発展 「商学論集』第21巻第4号 1976年10月
について」
「ドイツ民主共和国の統一的講義要項 『商学論集』第21巻第5号 1976年12月
『政治経済学J」（翻訳）
「DDR企業の管理と組織の若干問題」 『社会主義経営学会会報J第2号 1977年 4月
「東ドイツにおける管理の科学の生 『商学論集J第22巻第 2号 1977年 6月
成」
「社会主義経営における社会的計画化 「商学論集』第22巻第3・4合併 1977年10月
の生成」 すロ
「笹川儀三郎／石田和夫／山下高之／ 『立命館経営学』第16巻第5・6 1978年 3月
井上宏著『生産と労働の経営理論jの 合併号
書評」
「現代資本主義の技師・技術者」 石田和夫／大橋昭一編著『現代技 1978年 3月
術と企業労働』第8章 ミネルヴ
ァ書房
「川崎文治／橘博／吉田和夫編著「現 「商学論集』第23巻第2号 1978年6月
代資本主義と経営学説』の書評」
「カトリック社会論と経営参加論」 『商学論集』第24巻第2号 1979年 6月
「現代企業と経営参加」 関西大学経済・政治研究所『産業 1979年12月
セミナー』 1979年版
「現代企業と参加問題」 『労務研究』第33巻第 2号 1980年 2月
「経済民主主義と経営参加の基本的諸 大橋昭ー／長砂実編著『経済民主 1981年4月
問題」 主義と経営参加』序章 ミネルヴ
ァ書房
「経済民主主義論の生成」 同上書第 1章 1981年4月
「E.ザクセ・今日のヨーロッパにおけ 同上書付録 1981年 4月
る共同決定貫徹のための勤労者の活
動」（翻訳）
「経営形態」
「ドイツ的経営」
「経営民主化」
「ナフタリらの経済民主主義論につい
て」〔 I〕
「ナフタリらの経済民主主義論につい
て」〔I〕
「ドイツにおけるテイラーシステムの
溝入過程」〔 I〕
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吉田和夫／大橋昭一編著『ドイツ 1982年 5月
経営学総論』第 2章 中央経済社
同上書第12章
同上書第15章
『商学論集』第28巻第6号
『商学論集』第29巻第 1号
『商学論集』第29巻第 4号
1982年 5月
1982年 5月
1984年 2月
1984年4月
1984年10月
「ドイツにおけるテイラーシステムの 『商学論集』第29巻第 5号 1984年12月
導入過程」〔I〕
「経済の社会化・合理化・民主化」 大橋昭ー／長砂実編著『経済民主 1985年3月
主義と産業民主主義』第6章関
西大学出版部
「経済民主主義論批判の展開」 同上書第 7章 1985年3月
「経済民主主義の展望」 同上書 第10章 1985年 3月
「ホワイトカラーと労働者階級」 『科学と思想』第56号 1985年 4月
「第二次大戦後西独経営経済学の発 海道進／大橋昭一編著『ドイツ経 1986年 3月
展」 営学の展開』第 1章千倉書房
「マンネスマン社における経営参加を 『商学論集』第31巻第 3・4・5 1986年11月
めぐる紛争」 合併号
「G.シュミット・社会主義の経済法則 『商学論集』第31巻第 3・4・5 1986年11月
とドイツ民主共和国におけるその理論 合併号
的およぴ経済政策的要請」（翻訳）
「DDRの工業コンビナート」
「情報化社会と企業経営」
『神戸大•国民経済雑誌」第154巻 1986年11月
第5号
中辻卯ー／大橋昭一編著『情報化 1988年3月
社会と企業経営』序章 中央経済
社
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「経営民主化」 吉田和夫／大橋昭一編著『基本経 1988年3月
営学総論』第17章 中央経済社
「社会主義経営」 同上書第18章 1988年3月
「H.パラジェニンクス/H.ジモン・独 『商学論集』第33巻第 1号 1988年4月
占資本主義における生産力発展と相対
的剰余価値の関連について」（翻訳）
「ドイツにおけるレーテ運動の生成」 『商学論集』第33巻第 4・5合併 1988年12月
す｀コ
「ドイツにおけるレーテ体制の成立と 『関学大・商学論究』第36巻第4 1989年3月
変遷」 すロ
「ドイツ経営協議会の生成」 『商学論集』第34巻第2号 1989年6月
「レーテ制度化と経営協議会」〔 I〕 『商学論集』第34巻第 3号 1989年8月
「レーテ制度化と経営協議会」〔I〕 『商学論集』第34巻第4号 1989年10月
「個別資本理論の基礎」 海道進／大橋昭一編著 r現代の個 1990年5月
別資本理論」第 1章千倉書房
「日本的経営」 吉田和夫／大橋昭一編著『基本経 1991年3月
営学総論』（改訂版）第18章 中央
経済社
「ドイツの経済・経営・経営学」 大橋昭一編著『現代のドイツ経営 1991年5月
学』序章税務経理協会
「ドイツ企業経営の特徴」 同上書第 1章 1991年5月
「企業と経営」 橘博／大橋昭一編著『経営学への 1991年 5月
アプローチ』第2章 ミネルヴァ
書房
「日本の経営学」 同上書第13章 1991年 5月
「現代社会における経営と管理」 奥田幸助／大橋昭ー／井上昭一編 1992年11月
著『現代の経営と管理』序章 、
ネルヴァ書房
「ドイツにおけるリーン生産方式の導 『商学論集』第38巻第 1号 1993年4月
入過程」〔 I〕
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「ドイツにおけるリーン生産方式の導 『商学論集』第38巻第 2号 1993年6月
入過程」〔I〕
「ドイツのQCサークル」 『商学論集』第38巻第 3• 4合併 1993年10月
すCl 
「世界の中の日本的経営」 関西大学経済・政治研究所『産業 1993年10月
セミナー』 122号
「経営民主化」など69項目 吉田和夫／大橋昭一編著『基本経 1994年3月
営学用語辞典』同文舘
「森哲彦著『経営学史序説』の書評」 『商学論集』第39巻第 2号 1994年6月
「経営民主化」 吉田和夫／大橋昭一編著『現代基 1995年5月
本経営学総論』第17章中央経済
社
「日本的経営」 同上書第18章 1995年5月
「日本的経営の一般的特質」 大橋昭ー／小田章/G.シャンツ編 1995年6月
著『日本的経営とドイツ的経営』
第1章千倉書房
および大橋昭ー／小田章編著
『日本的経営の解明』第 1章千
倉書房
「W.H.シュテーレ・ドイツ的経営の一 大橋昭ー／小田章/G.シャンツ編 1995年6月
般的特質」（翻訳） 著『日本的経営とドイツ的経営』
第2章千倉書房
「経営・管理の社会学理論における 4 『商学論集』第40巻第2号 1995年6月
方向」
「資本主義的経営・社会主義的経営・ 『明治大・経営論集J第43巻第 1 1995年11月
日本的経営」 すロ
「深山明著『ドイツ経営補償計画論』 『関学大・商学論究』第44巻第 1 1996年6月
の書評」 号
「ニックリッシュ経営学の発展と展大橋昭一編著『ニックリッシュの 1996年8月
開」 経営学』序論同文舘
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「G.シャンツ・ドイツ経営経済学の現 『商学論集』第41巻第3・4合併 1996年10月
在の発展動向」（翻訳） すロ
「第二次世界大戦後ドイツにおける経 海道進／吉田和夫／大橋昭一編著 1997年4月
営者論の展開」 『現代ドイツ経営経済学』第10章
税務経理協会
「前川恭ー著『日独比較企業論への道』 『経済』第30号 1998年5月
の書評」
「21世紀の大学・企業・社会を展望し 大橋昭一編著『21世紀の大学・企 1998年3月
て」 業・社会』第 1章関西大学出版
部
「日本企業の現状と展望」 同上書第8章 1998年3月
「山崎敏夫著『ドイツ企業管理史研究』 『立命館経営学』第37巻第3号 1998年 9月
の書評」
「人的資本」など70項目 吉田和夫／大橋昭一編著『碁本経 1999年3月
営学用語辞典』（改訂増補版）同文舘
「最近のドイツ経営学におけるニック 『商学論集』第44巻第 1号 1999年4月
リッシュ」〔 I〕（共著）
「最近のドイツ経営学におけるニック 『商学論集』第44巻第2号 1999年 6月
リッシュ」〔I〕（共著）
「日本とドイツの企業経営ー現状と展 大橋昭ー／深山明／海道ノプチカ 1999年 8月
望」 編著『日本とドイツの経営』第 1
章税務経理協会
「現代社会における組繊のカー『再帰 『商学論集』第44巻第3号 1999年 8月
的近代化の経営学』への一階梯ー」
「『組織された資本主義』から『組織揺 『商学論集』第44巻第5号 1999年12月
らぎの資本主義』ヘー『再帰的近代化
の経営学』への一過程ー」〔 I〕
「『組織された資本主義』から『組織揺 『商学論集』第44巻第6号 2000年2月
らぎの資本主義』ヘー『再帰的近代化
の経営学』への一過程ー」〔I〕
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「労働時間と自由時間ー観光理論のた 『大阪明浄大学紀要』開学記念特 2000年4月
めの原理的予備的考察ー」 別号
【欧文論文】
「Profitand Wirtschaftlichkeit」『KansaiUniversity Review of Economics and 
Business』Vol.1,Noふ1972
「Uberdie Besonderheiten der Betriebsflihrung in Japan」『KansaiUniversity Review 
of Economics and Business』Vol.9,Nos.1&2, 1980 
「EinigeProbleme der Wirtschaftsdemokratie in Japan」『KansaiUniversity Review 
。ifEconomics and Business』Vol.14,Nos.1&2, 1986 
「Zurgegenwartigen Situation der betriebswirtschaftlichen Forschung in Japan」
『商学論集』第31巻第2号， 1986年
「JapanSociety for the Study of Business Administration」『InformationBulletin of 
the Union of National Economic Associations in Japan』No.6,1986 
「Japanische Betriebsflihrung: Gegenwart und Zukunft」『商学論集』第39巻第5号，
1994年
「Vorlauferder Lehre tiber die Betriebsgemeinschaft in der deutschen Betriebswirt-
schaftslehre」『商学論集』第40巻第4・5合併号， 1995年
「Betriebswirtschaftslehreund Gemeinschaftsgedanken」(ErichLoitlsberger, Michael 
Th5ndlとの共著論文）『Zeitschriftfur Betガebswirtschaft』66.Jg.,Nr.5, 1996 
「TheJapan Association for the Comparative Studies of Management」『lnforma-
tion Bulletin of the Union of National Economic Associations in Japan』No.16,
1996 
「GegenwartigeBedeutung der Betriebswirtschaftslehre von Heinrich Nicklisch」
『商学論集』第42巻第5号， 1997年
「Entwicklungstendenzender Betriebs-und Untemehmensverfassung」『Kansai
University Review of Economics and Business』Vol.26,No.2, 1998 
「Wertumlaufstheorieund Systemtheorie」『KansaiUniversity Review of Business 
and Commerce』No.2, March 2000 
252 (368) 
【関係小文】（抄録）
「オートメーションと流通革命」 『マトウ家具ニュース』 1963年7月
15日号
「大企業と中小企業」 「マトウ家具ニュースj 1963年8月
15日号
「価値と価格」 『マトウ家具ニュースj 1964年1月
20日号
「生産性と価値と価格」 『マトウ家具ニュース』 1964年2月
20B号
「過激派学生の心情ーかれらは何を考 関西大学教育後援会『会報』第26 1970年4月
えるか一」 すロ
「「管理』とは何かー3冊の本」 『関西大学通信』第21号 1971年9月
「もし私が学生だったら夏休みはこう 関西大学教育後援会『会報』第32 1972年7月
過ごしたい」 すロ
「経営学の学習」 『商学論集』学習指導号、昭和48 1973年4月
年度版
「本学学生の経済生活」 関西大学教育後援会『会報』第38 1974年7月
7 ロ
「アルバイトにみる現代の学生像」 『朝日奨学生だより』第39号 1974年10月
「企業の社会的責任ー独禁法改正問題 『関西大学通信』第52号 1975年1月
こそ試金石」
「卒業論文の思い出」 関西大学広報委員会編『大学』昭 1975年4月
和50年度版
「東ドイツの高い経済水準と漸減する 関西大学校友会『関大』第244号 1976年6月
人口」
「西ドイツ経営参加制度の新段階」 関西大学校友会『関大』第252号 1977年3月
「経営学総論の学び方」 『商学論集』学習指導号、昭和52 1977年4月
年度版
「高学歴化時代の大学卒業」 関西大学教育後援会『会報』第47 1977年7月
すロ
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「新刊紹介：高堂俊弥／角谷登志雄編 『関西大学通信』第76号 1977年9月
著『転換期の企業労務』」
「提言：学生時代は人生の花」 関西大学教育後援会『会報』第49 1978年4月
方ロ
「父兄懇談会に参加して一金沢・岐阜 『関西大学通信』第85号 1978年9月
」ー
「活躍する先輩たち一畑中穣氏」 『関西大学通信』第89号 1979年1月
「経営学の専門家たれーゼミナール拝 関西大学教育後援会『会報』第52 1979年4月
見」 方ロ
「現代企業と参加問題」 『関西大学通信』第94号 1979年9月
「平和のために社会主義を一DDRの 日本・ドイツ民主共和国友好協会 1979年10月
スローガン一」 編『ドイツ民主共和国創立30周年』
「大学卒業者としての責任と実力を一 『関西大学通信』第99号 1980年3月
卒業生に贈る言葉ー」
「新刊紹介：高堂俊弥／島弘編著「現 『関西大学通信』第101号 1980年5月
代の合理化と労務管理』
「商学部で何を学ぶか」 『学研』特別号「私大進学』 1980年6月
「教育懇談会雑感」 関西大学教育後援会『葦』第56号 1980年7月
「経済・政治研究所の現状一充実した 『関西大学通信』第104号 1980年10月
研究機関：紹介」
「日本的経営の強さと弱さ」 関西大学教育後援会『葦』第57号 1980年12月
「教授から君へ：関西大学商学部紹 『進研模試・入試資料』 part2 1980年12月
介」
「市原季ー先生とニックリッシュ」 市原季ー先生追悼文集『回想』森 1981年3月
山書店
「企業とは何かを考える一新入生にす 『関西大学通信』第109号 1981年4月
すめる本」
「ベルリン経済大学」 日本・ドイツ民主共和国友好協会 1981年4月
編『社会主義のドイツ』大月書店
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「松下電器産業労働組合における研究 『関西大学経済・政治研究所報』 1982年3月
懇談会ならびに調査」（報告記） No.8 
「トヨタ自動車工業株式会社における 『関西大学経済・政治研究所報』 1982年3月
研究懇談会ならびに調査」（報告記） No.8 
「北川先生の経営学最終講義」 北川宗蔵著作集第1巻「経営学批 1982年4月
判』付録に所収、千倉書房
「新制大学学生"第3世代”」 関西大学教育後援会『葦』第61号 1982年4月
「ドイツ人教授もびっくりーシュミッ 関西大学教育後援会『葦』第62号 1982年7月
ト教授の教育後援会総会・商学部懇談
会参加の記ー」
「現代学生の日本的経営論一学生経営 関西大学校友会『関大』第314号 1982年10月
学会第33回全国大会の講評を担当し
て」
「1981年度国際経営学会参加報告記」 日本経営学会編『現代企業の諸問 1982年10月
題』経営学会論集第52集
「シュミット教授の日本訪問記」（翻 『関西大学通信』第123号 1982年11月
訳）
「北川宗蔵著作集第2巻『経営学方法 千倉書房 1982年12月
論研究』のあとがき」
「組織における権限・責任とは何か一 『関西大学通信』第126号 1983年3月
卒業生にすすめる 1冊の本」
「情報化時代の就職」 関西大学教育後援会『葦』第66号 1983年12月
「訳書『シュマッハー• 西ドイツ共同 『関西大学経済・政治研究所報j 1984年3月
決定制批判jの要旨」 No.IO 
「自信を持って、照れずに、大声で、 『関西大学通信』第137号 1984年5月
ー就職試験にのぞむ諸君ヘー」
「厳選主義の中にも明るさを増すか」 関西大学教育後援会『葦』第68号 1984年7月
「企業へのお願い」 「静岡県就職ガイドプック』静岡 1984年9月
新聞社
「流動化する就職戦線」 関西大学教育後援会『葦』第70号 1985年4月
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「巨大企業が5割増一昨年度本学の就 関西大学校友会『関大』第342号 1985年5月
職状況」
「自信を持って、照れずに、意欲的な 『関西大学通信』第147号 1985年6月
行動を、一就職試験に臨む諸君に一」
「学生のみる情報化社会と企業経営ー 関西大学校友会『関大』第346号 1985年9月
学生経営学会第36回全国大会の講評に
あたって」
「就職：今年の特徴一求人票掲示にあ 『関西大学通信』第148号 1985年9月
たって一」
「私大卒の評価高まる一今年の就職戦 関西大学校友会『関大』第348号 1985年11月
線の特徴ー」
「就職も“私高国低”」 関西大学教育後援会『葦』第72号 1985年12月
「就職活動の準備を早めに、万全に」 『関西大学通信』第151号 1986年1月
「三割が巨大企業に一今年の本学の就 関西大学校友会「関大』第351号 1986年3月
職状況ー 」
「夏休みに想う」 『関西大学通信』第157号 1986年7月
「ドイツ経営学の研究ではオーストリ 『五山堂書店ニュース』 1986年7月
アを視野におかなければならない」
「“飽食＂時代の“新人類＂学生」 和歌山大学柑芦会『柑芦』第17号 1986年10月
「日本的経営雑感」 『桜井ロータリークラプ・ウィー 1987年2月
クリ』
「経営学総論」 「商学論集』別冊『商学研究ガイ 1988年4月
ド』昭和63年度版
「新刊紹介：中村穂著「会社の数字を 関西大学校友会『関大』第376号 1988年4月
つかむ8つの見方』」
「新刊紹介：高堂俊弥著『経営労務の 『関西大学通信』第173号 1988年5月
構造と展開』」
「学生のみるわが国の中小企業一学生 関西大学校友会『関大』第379号 1988年9月
経営学会第39回全国大会の講評をおこ
なって」
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「二十一世紀への胎動ー百周年記念会 『関西大学通信』第187号 1990年1月
館の竣工によせて」
「クラプ活動いま昔ー経営学研究部」 関西大学校友会『関大』第398号 1990年6月
「関西大学での三十五年」 関西大学校友会宝塚支部報『葦水 1990年8月
会』第2号
「日本的経営と技術開発一本年度経済 関西大学校友会『関大』第401号 1990年9月
白書を読んで」
「開かれた大学」 関西大学広報委員会編『大学』平 1991年2月
成3年度版
「経営学総論」 『商学論集』別冊『商学研究ガイ 1991年4月
ド』平成3年度版
「学生のみる世界のなかの日本企業ー 関西大学校友会『関大』第412号 1991年9月
学生経営学会第42回全国大会の講評を
担当して」
「新刊紹介：奥田幸助著「組織民主主 『関西大学通信J第215号 1993年1月
義論』」
「トヨタ生産方式＝リーン生産方式を 関西大学校友会「関大』第427号 1993年2月
めぐってドイツで議論沸騰」
「新刊紹介：奥田幸助著『組織民主主 『関西大学通信』第218号 1993年5月
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